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意義

• 遺留物の返還（repatriation of human remains）

…日本もかかわる世界的な動きであり、事例研究の蓄積として重要

（同時に、NZの事例に他にない特徴があるとすればなにか？）

• 国家権力たる警察組織の内部を調査する試み

…先住民運動や批判的先住民研究ではしばしば、警察は土地侵害をする
国家や企業の手先となる暴力集団、racial profilingのような人種主義的偏見
にまみれた実践の典型例、「悪玉」の象徴として処理されるにとどまる

（同時に、内部に入るがゆえのあやうさもある？）
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coloniality / colonialism

• 「過去のコロニアリティ」 (p.38)

• coloniality

現在もつづく植民地統治の構造や効果＊を指摘し、植民地統治を「過去のも
の」とするとらえ方から脱するために、あえてcolonialism（実際の統治）と分
けて出される概念（Meghji 2021: 19-22）

＊政治経済的構造：一方的開発、居住環境や雇用環境における不公正

文化的構造：偏ったまなざし、メディア表象

⇒ 影響：教育における期待・達成の差、受けられる医療の差、寿命の差、
投獄率の差（Ross 2020: 32）
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decolonization

• decolonization≠metaphor（Tuck and Yang 2012）

（とくに学術界で）使われ過ぎて、意味が不明瞭・拡散（decolonizing~）

→ 実質を伴わないうわべの濫用に警鐘

• では、decolonizationとは？

植民地の独立

しかし入植者・先住民・新たな移民の歴史が絡まりあってほどけないsettler 
colonial状況では、分離独立は非現実的でありほとんど望まれてもいない（NZ、
カナダはこの代表例）

⇒ 脱植民地化もまた関係的にならざるをえない（土井さんも共有する出発点）
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• For Indigenous Eyes Only: A Decolonization Manifesto

「わたしたちは即座に武器をもつことや先住民軍の組織を提唱して

などいない。そうではなく、すでにある植民地主義の諸制度に対して平和

で、知的で、勇気のある異議申し立てをするとともに、これらの制度にわ

たしたち自身が加担しているのを問うことを提唱している。だが間違えな

いでほしい。脱植民地化は最終的に、植民地構造を覆すことを必要とする。

それは、すでにある植民地システムを微調整し、より先住民フレンドリー

に、あるいはほんの少しばかり抑圧的でなくすことについてではない。」

（Waziyatawin and Bird 2005: 4、強調は引用者。）
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「脱植民地化」と言うのであれば…

• 「文化的、言語的、心理的」（p.9）側面はもちろん重要だが、構造的、政
治経済的な側面が欠かせない。

• 今回「脱植民地化」の可能性として肯定的に評価されている事例（警察の

事例）は、どのように植民地構造に挑戦しうるか？ たとえば警察がマオ
リのイニシアティブを尊重しながらハカの練習をして、「受刑者数の50%
がマオリ」（p.31）という状況はどう変わりうるか？

「差異の尊重」の土俵に、さまざまな差異を区別し見渡し裁定する権力
がある、というのはリベラル／コーポレート多文化主義の根本問題（Chicago

Cultural Studies Group [1992] 1994: 133）

→今回の事例は、この問題をどう回避できるか？ たとえば「マオリの主
体性」が認められるのはどこまでの範囲か？（歌や踊りの管轄までか、組織的な

決定権までかなど）
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